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要旨

生態系の炭素循環の起点は植物の光合成であるが、ある時点で固定された炭素は、ある部分は食物

連鎖（食物網）を通じて伝って直ちに流れ、ある部分は木の幹のように長期に存在し生態系の構造を作

る。また、土壌中の炭素のように非常に長い滞留時間を持っている炭素もある。このように、生態系の中

には滞留時間の異なる炭素が存在するという時間的多様性がある。ところが、近年における化石燃料の

使用や森林伐採などの人為的炭素循環の改変がこの自然界の循環をみだしていると考えられる。

放射性炭素 14（14C）は、宇宙線起源の 14C の崩壊速度を利用して「歴史年代」の解明に用いられてき

たが、本研究では大気中での核実験で生成された 14C をトレーサーとする。大気中の 14CO2 は、その年

の光合成により固定された有機炭素（植物体）の 14C 値に保存される。この有機炭素を利用した消費者

の体は、この 14C 値（∆14C）を持つため、利用した有機炭素が何年前の光合成由来のものかが分かる。こ

の核実験由来の 14C は大気核実験の停止以降単調に減少しており、いわば地球規模のトレーサー実験

になっている。これを利用して、炭素循環の改変に対し、陸域生態系および水域生態系がどのような時

間スケールで応答するのかを実証的に検証することが可能になる。

近年食物網解析の標準的手法になった炭素・窒素安定同位体解析（δ13C、δ15N）に加え∆14C を用い

ることにより、食物網構造の中に「時間軸」を導入し、食物網構造の時間軸依存性を検証することができ



る。本発表では、Tayasu et al. (2002)やHyodo et al． (2006)の研究を紹介し、集水域をターゲットにした

今後の研究の発展性について議論したい。
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